
的
に
は
、
一
九
九
二
年
度
秋
学
期
か
ら
、
一
三
項
目
の
質
問
票
に
よ

る
授
業
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
が
提
案
さ
れ
、
教
員
が
任
意
に
参
加
す
る
形

が
取
ら
れ
て
き
た
。
一
九
九
二
年
度
秋
学
期
か
ら
二
〇
〇
四
年
度
秋

学
期
ま
で
の
参
加
教
員
は
一
学
期
平
均
で
一
〇
〇
名
弱
で
あ
っ
た
。

次
に
、
全
学
的
な
動
き
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。
総
研
に
よ
る
長
年

の
授
業
評
価
や
Ｆ
Ｄ
へ
の
取
組
を
受
け
て
、
二
〇
〇
一
年
七
月
の
教

務
委
員
会
に
お
い
て
、
Ｆ
Ｄ
お
よ
び
授
業
評
価
に
つ
い
て
検
討
・
実

施
す
る
組
織
を
設
置
す
る
こ
と
が
議
論
さ
れ
、
二
〇
〇
一
年
一
二
月

の
教
務
委
員
会
に
お
い
て
、
二
〇
〇
二
年
度
か
ら
教
務
委
員
会
の
下

に
Ｆ
Ｄ
部
会
を
設
置
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
。
同
時
に
、
ネ
ッ
ト

上
で
授
業
評
価
が
行
え
る
よ
う
に
、
授
業
評
価
に
つ
い
て
の
質
問
項

目
が
ネ
ッ
ト
シ
ラ
バ
ス
に
追
加
さ
れ
た
。

二
〇
〇
二
年
度
の
第
一
回
、
第
二
回
Ｆ
Ｄ
部
会
に
お
い
て
、
授
業

評
価
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
全
授
業
担
当
者
に
配
布
す

る
こ
と
を
決
定
し
た
。
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
い
て
は
、
授
業
評

価
は
「
授
業
を
よ
り
活
性
化
し
、
担
当
者
と
学
生
の
距
離
を
縮
め
る

と
と
も
に
、
学
生
の
声
や
反
応
を
授
業
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
生

か
す
目
的
」
で
行
わ
れ
、
そ
の
方
法
と
し
て
は
、
「
オ
ン
ラ
イ
ン
に

よ
る
授
業
評
価
・
・
(中
略
)・
・
、
自
由
記
述
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
・
ペ
ー
パ
ー
、
ミ
ニ
ッ
ツ
・
ペ
ー
パ
ー
（
授
業
の
終
了
直
前
に
疑

問
や
感
想
を
書
か
せ
る
形
式
）
の
ほ
か
、
学
期
末
の
ア
ン
ケ
ー
ト

（
記
名
・
無
記
名
）、
学
部
や
科
目
独
自
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の
利
用
、

総
合
教
育
研
究
室
の
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
の
利
用
な
ど
」
が
提
案
さ
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
、
評
価
結
果
に
関
し
て
は
、
「
担
当
教
員
の
み
が

知
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
続
い
て
、
第
三

回
Ｆ
Ｄ
部
会
に
お
い
て
、
「
期
間
を
定
め
て
全
学
一
斉
に
授
業
評
価

を
行
う
こ
と
」
が
提
案
さ
れ
、
二
〇
〇
三
年
三
月
の
教
務
委
員
会
に

お
い
て
、
二
〇
〇
三
年
度
か
ら
春
学
期
、
秋
学
期
に
各
一
回
全
学
一

斉
の
授
業
評
価
を
行
う
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
あ
わ
せ
て
、
二
〇
〇

三
年
度
か
ら
Ｆ
Ｄ
月
間
を
設
け
る
こ
と
も
了
承
さ
れ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
二
〇
〇
三
年
度
の
全
学
一
斉
の
授
業
評
価
の
実

施
割
合
は
極
め
て
低
い
も
の
で
あ
り
、
授
業
の
改
善
を
促
す
た
め
に

も
、
授
業
評
価
の
公
表
も
含
め
て
新
た
な
仕
組
み
を
模
索
す
る
必
要

が
生
じ
て
き
た
。
こ
の
二
〇
〇
三
年
度
の
授
業
評
価
の
実
施
率
の
低

さ
と
Ｆ
Ｄ
月
間
で
の
成
果
を
受
け
て
、
二
〇
〇
四
年
二
月
の
Ｆ
Ｄ
部

会
に
お
い
て
、
授
業
評
価
の
結
果
の
公
表
に
つ
い
て
検
討
を
開
始
す

る
こ
と
が
了
承
さ
れ
た
。
あ
わ
せ
て
、
教
授
法
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
後
に
、

Ｆ
Ｄ
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
と
改
名
）
の
作
成
が
決
め
ら
れ
た
。
こ
れ
を
受

け
て
、
二
〇
〇
四
年
度
の
Ｆ
Ｄ
部
会
お
よ
び
数
次
の
教
務
委
員
会
で

検
討
が
行
わ
れ
、
最
終
的
に
、
二
〇
〇
四
年
一
二
月
の
教
務
委
員
会

に
お
い
て
、
全
学
的
な
授
業
評
価
導
入
の
可
否
、
実
施
方
法
等
に
つ

い
て
の
判
断
を
大
学
評
議
会
に
ゆ
だ
ね
る
こ
と
が
了
解
さ
れ
た
。
こ
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は
じ
め
に

本
稿
は
、
関
西
学
院
大
学
（
以
下
、
本
学
と
呼
ぶ
）
が
こ
こ
数
年

間
取
り
組
ん
で
き
た
授
業
改
善
と
Ｆ
Ｄ
（
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ

プ
メ
ン
ト
）
活
動
の
経

緯
と
成
果
を
整

理
し
た
も
の
で
あ
る
。
後
に
詳

し
く
述
べ
る
よ
う
に
、
本
学
の
授
業
評
価
お
よ
び
Ｆ
Ｄ
の
歴
史
は
長
く
、

一
九
九
二
年
に
総
合
教
育
研
究
室
で
行
わ
れ
た
の
が
最

初
で
あ
る
。

そ
の
後
、
二
〇
〇
二
年
度
に
教
務
委
員
会
の
下
に
Ｆ
Ｄ
（
フ
ァ
カ
ル

テ
ィ
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
）
部
会
が
設
置
さ
れ
、
二
〇
〇

五
年
度

に
全
学
一
斉
の
統
一
方
式
の
マ
ー
ク
シ
ー
ト
形
式
に
よ
る
授
業
評
価
が

行
わ
れ
た
。
同
時
に
、
二
〇
〇

六
年
三
月
に
、『
Ｆ
Ｄ
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
授
業

改
善
の
エ
ッ
セ
ン
ス
』
が
発
行
さ
れ
た
。

本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
一
連
の
取
組
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、
学

内
で
の
議
論
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
本
学
の
Ｆ
Ｄ
へ
の
取
組
の
姿
勢
や

授
業
評
価
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
全
学
一
斉
の
授
業
評
価
導
入
の
経
緯

本
学
の
授
業
評
価
へ
の
取
組
は
、
一
九
九
二
年
ま
で
遡
る
こ
と
が
で

き
る
。
一
九
七
〇
年

代
の
学

園
紛

争
の
後
、
総
合
教
育
研
究
室
（
以

下
、
総
研
と
呼
ぶ
）
が
設
置
さ
れ
、
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一

環
と
し

て
、
授
業
評
価
の
方
法
が
研
究

対
象
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

具
体
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●
事
例
紹
介

●

関
西
学
院
大
学
の
授
業
改
善
へ
の
取
組

～
授
業
評
価
の
仕
組
み
と
Ｆ
Ｄ
活
動
～

村
田

治
（
関
西
学
院
大
学
経
済
学
部
教
授
・
教
務
部
長
）



う
テ
ー
マ
で
行
っ
た
。
秋
学
期
に
つ
い
て
も
、
オ
ー
プ
ン
授
業
、

Ｆ
Ｄ
月
間
中
の
授
業
評
価
の
実
施
等
を
行
っ
た
。
ま
た
、
教
員
と
学

生
の
双
方
が
参
加
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
授
業
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め

に
―
学
生
の
視
点
と
教
員
の
視
点
―
」
を
開
催
し
た
。
あ
わ
せ
て
、

生
協
書
籍
部
で
Ｆ
Ｄ
関
連
図
書
フ
ェ
ア
ー
開
催
の
依
頼
を
行
っ
た
。

二
〇
〇
五
年
度
春
学
期
に
お
い
て
も
、
オ
ー
プ
ン
授
業
や
生
協
書

籍
部
で
Ｆ
Ｄ
関
連
図
書
フ
ェ
ア
ー
を
開
催
し
た
。
秋
学
期
は
、
授
業

を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
、
授
業
評
価
と
平
行
し
て
、
「
授
業
を
企
画
」

す
る
と
い
う
趣
旨
に
よ
り
、
学
生
参
加
型
の
Ｆ
Ｄ
コ
ン
ペ
と
Ｆ
Ｄ
ラ

ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
を
実
施
し
た
。
Ｆ
Ｄ
コ
ン
ペ
は
「
学
生
の
企
画
力

を
活
か
し
て
、
新
た
な
授
業
を
提
言
す
る
た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に
取
り

上
げ
、
ま
た
、
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
で
は
「
こ
れ
か
ら
の
授
業
改
善
の

た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に
全
体
会
と
し
て
活
発
な
討
議
が
な
さ
れ
、
予

想
以
上
の
成
果
を
挙
げ
た
。
ま
た
、
二
〇
〇
五
年
度
か
ら
は
、
マ
ー

ク
シ
ー
ト
な
ど
の
統
一
形
式
に
よ
る
授
業
評
価
が
実
施
さ
れ
、
九
九
・

一
％
の
実
施
率
と
な
り
、
啓
蒙
的
な
役
割
で
あ
っ
た
Ｆ
Ｄ
月
間
は
そ

の
役
割
を
終
え
、
二
〇
〇
六
年
度
か
ら
は
実
施
さ
れ
て
い
な
い
。

三
授
業
評
価
の
仕
組
み

本
学
の
全
学
的
な
授
業
評
価
の
導
入
の
経
緯
は
前
述
の
と
お
り
で

あ
る
が
、
以
下
で
は
、
全
学
的
な
授
業
評
価
の
仕
組
み
に
つ
い
て
述

べ
よ
う
。
第
一
節
で
も
見
た
よ
う
に
、
本
学
の
授
業
評
価
の
目
的
は

授
業
の
改
善
の
た
め
に
行
う
も
の
で
あ
り
、
教
員
の
授
業
の
評
価
そ

れ
自
体
を
目
的
と
し
た
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
点
を
考
慮
し
て
、
マ
ー

ク
シ
ー
ト
形
式
に
よ
る
質
問
票
と
自
由
記
述
形
式
を
分
離
し
て
、
学

生
に
よ
る
自
由
記
述
形
式
の
回
答
に
つ
い
て
は
、
直
接
、
授
業
担
当

教
者
の
手
元
に
戻
さ
れ
る
仕
組
み
を
取
っ
て
い
る
。
自
由
記
述
形
式

の
調
査
票
の
質
問
項
目
は
次
の
三
点
で
あ
る
。

①
こ
の
科
目
で
よ
か
っ
た
こ
と

②
こ
の
科
目
で
改
善
を
要
す
る
こ
と

③
一
般
的
な
批
評
、
意
見
、
提
案

ま
た
、
マ
ー
ク
シ
ー
ト
形
式
の
調
査
票
の
質
問
項
目
は
図
１
を
参

照
さ
れ
た
い
。
さ
ら
に
、
マ
ー
ク
シ
ー
ト
形
式
の
質
問
票
に
つ
い
て

は
、
総
研
に
よ
る
全
国
の
大
学
へ
の
調
査
を
受
け
て
、
か
な
り
の
時

間
を
か
け
て
絞
り
込
ん
だ
質
問
項
目
に
な
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、

全
国
の
三
一
三
大
学
に
調
査
票
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
二

一
七
大
学
か
ら
回
答
を
得
、
こ
れ
を
基
に
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
を
踏
ま
え
な
が
ら
一
〇
項
目
に
絞
り
込
ん
だ
も
の

で
あ
る
。
マ
ー
ク
シ
ー
ト
形
式
に
よ
る
学
生
の
授
業
評
価
に
関
す
る

集
計
は
総
研
が
行
い
、
デ
ー
タ
そ
れ
自
体
を
学
内
に
も
公
表
す
る
こ

と
は
し
て
い
な
い
が
、
授
業
担
当
者
に
は
個
別
科
目
の
調
査
結
果
を

特集 SD・FD

51

れ
を
受
け
て
、
二
〇
〇
五
年
一
月
の
大
学
評
議
会
に
お
い
て
、
全
学

一
斉
の
授
業
評
価
の
導
入
と
教
員
か
ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
学
内

へ
の
公
表
が
了
承
さ
れ
た
。

二
Ｆ
Ｄ
月
間
の
活
動

こ
の
よ
う
に
し
て
、
全
学
一
斉
の
授
業
評
価
が
導
入
さ
れ
、
授
業

評
価
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
を
学
生
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
制
度
が
構

築
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
二
〇
〇
一
年
一
二
月
に
、
教
務
委
員
会
の
下

に
Ｆ
Ｄ
部
会
の
設
置
が
決
め
ら
れ
て
か
ら
ま
る
三
年
を
費
や
し
た
こ
と

に
な
る
。
こ
の
間
、
二
〇
〇
三
年
度
か
ら
二
〇
〇
五
年
度
に
か
け
て

行
わ
れ
た
Ｆ
Ｄ
月
間
の
役
割
は
、
全
学
一
斉
の
授
業
評
価
の
導
入
と

教
員
の
学
生
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
実
施
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を

果
し
た
。
本
節
で
は
、
こ
の
Ｆ
Ｄ
月
間
に
つ
い
て
述
べ
て
い
き
た
い
。

ま
ず
、
二
〇
〇
三
年
度
は
春
学
期
、
秋
学
期
と
も
に
Ｆ
Ｄ
月
間
の

開
始
年
度
と
あ
っ
て
、
講
演
会
、
オ
ー
プ
ン
授
業
、
学
生
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
春
学
期
、
秋
学
期
と
も
に
、
授

業
担
当
者
は
Ｆ
Ｄ
月
間
中
に
授
業
評
価
を
行
う
こ
と
に
し
た
。
春
学

期
の
講
演
会
は
教
務
部
と
総
研
の
共
催
に
よ
り
、
池
田
輝
政
名
古
屋

大
学

高
等
教

育
研
究

セ
ン
タ
ー
教
授

(当
時

)を
講

師
に

迎
え
「
Ｆ
Ｄ

に
よ
っ
て
ど
ん
な
効
果
を
挙
げ
る
べ
き
か
？
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
行
っ

た
。
ま
た
、
オ
ー
プ
ン
授
業
に
つ
い
て
は
、
二
四
名
の
教
員
の
参
加

が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
学
生
に
対
し
て
は
、
「
こ
の
授
業
の
こ
う
い

う
と
こ
ろ
が
お
薦
め
」
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
。
こ
の
他
、

生
協
書
籍
部
に
Ｆ
Ｄ
関
連
図
書
フ
ェ
ア
ー
の
開
催
を
依
頼
し
た
。
秋

学
期
の
Ｆ
Ｄ
月
間
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
取
組
を
行
っ
た
。
ま
ず
、

講
演
会
に
関
し
て
は
、
吉
田
文
メ
デ
ィ
ア
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー
教
授

が
「
Ｆ
Ｄ
が
大
学
教
育
を
変
え
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
会
を
行
っ

た
。
ま
た
、
春
学
期
同
様
に
オ
ー
プ
ン
授
業
を
行
い
、
学
生
に
対
し

て
は
、「
こ
の
授
業
の
こ
う
い
う
と
こ
ろ
が
お
薦
め
」「
こ
ん
な
授
業

を
し
て
欲
し
い
」
な
ど
を
尋
ね
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。
特
に
、

学
生
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
ゼ
ミ
に
所
属
し
て
い
る

学
生
に
は
、
ゼ
ミ
担
当
者
か
ら
配
布
・
回
収
を
お
願
い
す
る
な
ど
回

収
率
の
向
上
に
努
め
た
。
こ
の
二
〇
〇
三
年
度
の
学
生
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
か
ら
、
学
生
か
ら
見
て
面
白
い
授
業
を
抽
出
し
、
後
に
述
べ

る
『
Ｆ
Ｄ
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
授
業
改
善
の

エ
ッ

セ
ン

ス
』
の

Ⅳ
章
「

私
の

授
業
を
紹
介
し
ま
す
」
へ
と
発
展
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

二
〇
〇

四
年
度
に
お
い
て
も
、
二
〇
〇
三
年
度
と
同

様
に
、

講
演

会
の
開
催
、
オ
ー
プ
ン
授
業
、
Ｆ
Ｄ
月
間
中
の
授
業
評
価
の
実
施
等

を
行
っ
た
。
春
学
期
の
講

演
会
に
つ
い
て
は
、

溝
上

慎
一

京
都
大
学

高
等
教

育
研
究
開
発

推
進
セ
ン
タ
ー
助
教
授

(当
時

)を
講

師
に
迎
え
、

「
Ｆ
Ｄ
の
あ
り
方

再
考
―
学
生
を
ど
の
よ
う
に
育
て
た
い
か
―
」
と
い
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『
Ｆ
Ｄ
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
授
業
改
善
の
エ
ッ
セ
ン
ス
』
の
発
行
も
大
き
な

特
長
と
言
え
よ
う
。

四
Ｆ
Ｄ
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
発
行

『
Ｆ
Ｄ
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
授
業
改
善
の
エ
ッ
セ
ン
ス
』
（
図
２
参
照
）

の
発
行
に
つ
い
て
は
、
第
一
節
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
二
〇
〇
三
年

度
の
Ｆ
Ｄ
月
間
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
成
果
を
受
け
て
、
二
〇
〇

四
年
二
月
の
Ｆ
Ｄ
部
会
に
お
い
て
発
行
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

教
務
部
内
に
編
集
委
員
会
を
設
け
検
討
し
、
二
〇
〇
六
年
三
月
に
漸

く
発
行
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
こ
の
『
Ｆ
Ｄ
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
授
業
改
善
の
エ
ッ

セ
ン
ス
』
は
関
西
学
院
大
学
教
務
部
と
総
合
教
育
研
究
室
が
発
行
元

で
約
七
〇
ペ
ー
ジ
か
ら
な
り
、
そ
の
構
成
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。は
し
が
き

Ⅰ

．

Ｆ
Ｄ
を
考
え
る
前
に
―
教
室
と
い
う
空
間

Ⅱ

．

授
業
を
作
る
５
つ
の
ス
テ
ー
ジ

Ⅲ

．

教
員
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
見
た
関
学
の
授
業

Ⅳ

．

私
の
授
業
を
紹
介
し
ま
す

Ⅴ

．

｢授
業
に
関
す
る
調
査
｣の
調
査
項
目
に
つ
い
て

参
考
資
料

編
集
後
記

ま
ず
、
「
Ⅰ

．

Ｆ
Ｄ
を
考
え
る
前
に
」
で
は
Ｆ
Ｄ
全
般
に
つ
い
て

の
紹
介
や
米
国
高
等
教
育
学
会
の
「
優
れ
た
授
業
の
た
め
の
７
つ
の

原
則
」
等
が
示
さ
れ
て
い
る
。
「
Ⅱ

．

授
業
を
作
る
５
つ
の
ス
テ
ー

ジ
」
で
は
、
授
業
の
準
備
か
ら
シ
ラ
バ
ス
の
書
き
方
、
授
業
の
組
み

立
て
と
運
営
、
学
生
の
理
解
を
支
援
す
る
方
法
、
授
業
の
自
己
点
検
、

授
業
の
評
価
と
改
善
に
つ
い
て
な
ど
、
具
体
的
な
項
目
ご
と
に
分
け

特集 SD・FD

53

図２
返
し
て
い
る
。
授
業
担
当
者
は
、
こ
の
マ
ー
ク
シ
ー
ト
形
式
の
調
査

結
果
と
手
元
に
あ
る
自
由
記
述
形
式
の
評
価
を
考
慮
し
て
、

①
学
生
の
評
価
に
対
し
て
の
コ
メ
ン
ト

②
今
後
の
改
善
点
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト

の
二
点
に
つ
い
て
学
生
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
義
務
づ
け
て
い
る
。

授
業
担
当
者
か
ら
の
こ
れ
ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
は
Ｗ
ｅ
ｂ
上
で
学

内
の
学
生
・
教
職
員
に
公
開
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
学
部
ご
と
や
授

業
形
態
別
の
集
計
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、

①
こ
の
授
業
の
学
習
目
標
は
は
っ
き
り
示
さ
れ
て
い
た

②
毎
回
の
授
業
は
お
お
む
ね
シ
ラ
バ
ス
に
そ
っ
て
進
行
し
て
い
た

③
担
当
者
の
話
し
方
は
聞
き
取
り
や
す
か
っ
た

④
授
業
で
要
求
さ
れ
る
作
業
量
（
リ
ポ
ー
ト
、
宿
題
、
自
習
な
ど
）

は
適
切
で
あ
っ
た

⑤
内
容
が
よ
く
理
解
で
き
る
よ
う
に
授
業
方
法
の
工
夫
が
な
さ
れ

て
い
た

⑥
授
業
担
当
者
の
授
業
に
対
す
る
熱
意
を
感
じ
た

の
六
つ
の
質
問
項
目
を
選
び
レ
ー
ダ
ー
チ
ャ
ー
ト
を
作
成
し
、
あ
わ

せ
て
Ｗ
ｅ
ｂ
上
で
学
内
に
公
開
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
本
学
の
授
業
評
価
の
仕
組
み
の
特
長
は
、
マ
ー
ク

シ
ー
ト
形
式
と
自
由
記
述
形
式
の
分
離
、
授
業
担
当
者
か
ら
の
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
の
公

表
等
が

挙
げ
ら
れ
る
が
、

同
時
に
、
次
に
述
べ
る
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て
授
業
改
善
の
た
め
の
ヒ
ン
ト
が
示
さ
れ
て
い
る
。

「
Ⅲ

．

教
員
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
見
た
関
学
の
授
業
」
で
は
、

「
授
業
の
特
色
」「
学
習
目
標
」「
授
業
で
の
工
夫
」「
学
習
者
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」「
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
工
夫
」「
メ
デ
ィ

ア
の
利
用
」
「
失
敗
例
」
「
授
業
時
間
外
の
学
習
」
「
合
格
点
の
目
安

と
評
価
方
法
」
の
九
項
に
つ
い
て
、
本
学
の
授
業
担
当
者
へ
ア
ン
ケ
ー

ト
を
行
っ
た
結
果
を
集
計
し
、
具
体
例
が
示
さ
れ
て
い
る
。
次
の

「
Ⅳ

．

私
の
授
業
を
紹
介
し
ま
す
」
で
は
、
二
〇
〇
三
年
度
に
行
っ

た
学
生
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
か
ら
評
価
の
高
か
っ
た
授
業
の
担
当

者
に
、
具
体
的
な
授
業
の
工
夫
を
紹
介
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
そ
の

際
、
人
文
科
学
、
社
会
科
学
、
自
然
科
学
等
の
分
野
に
も
配
慮
を
し

て
紹
介
し
て
い
る
。
最
後
の
「
Ⅴ

．

｢授
業
に
関
す
る
調
査
｣の
調
査

項
目
に
つ
い
て
」
は
、
第
三
節
で
述
べ
た
授
業
評
価
の
項
目
の
説
明

が
な
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
「
参
考
資
料
」
で
は
、
一
九
冊
の
書

籍
を
選
び
、
目
次
と
内
容
の
要
約
を
行
い
、
独
自
の
三
段
階
評
価
を

加
え
て
紹
介
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
『
Ｆ
Ｄ
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
授
業
改
善
の
エ
ッ
セ
ン

ス
』
は
、
学
生
に
よ
る
授
業
評
価
を
受
け
た
後
、
ど
の
よ
う
に
授
業

の
改
善
を
行
っ
て
い
け
ば
よ
い
か
と
い
う
指
針
を
与
え
て
く
れ
る
よ

う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
、
全
学
一
斉
の
統
一
方

式
に
よ
る
授
業
評
価
の
補
完
的
な
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
作
成
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
本
学
の
全
学
一
斉
の
統
一
方
式
に
よ
る
授
業
評
価
導
入
の

経
緯
、
さ
ら
に
、
そ
の
過
程
で
の
Ｆ
Ｄ
月
間
の
果
た
し
た
役
割
、
授

業
評
価
そ
の
も
の
の
仕
組
み
、
授
業
評
価
の
補
完
的
な
役
割
を
果
た

す
Ｆ
Ｄ
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
内
容
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
こ
れ
で
も
っ
て
本
学
の
Ｆ
Ｄ
活
動
が
十
分
で
あ
る
と
は
考
え

て
は
い
な
い
。
今
後
は
、
授
業
評
価
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
学
生
の
批

評
に
対
し
て
、
授
業
を
ど
の
よ
う
に
改
善
し
て
い
く
か
と
い
う
具
体

的
な
Ｆ
Ｄ
活
動
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
点
を
考
慮
し
て
、
二
〇
〇
七

年
度
の
第
一
回
Ｆ
Ｄ
部
会
に
お
い
て
は
、
各
学
部
の
Ｆ
Ｄ
委
員
会
等

に
授
業
改
善
の
た
め
の
研
究
会
を
開
催
す
る
こ
と
の
検
討
を
お
願
い

し
、
教
育
の
現
場
で
の
改
善
の
取
組
を
よ
り
強
化
し
て
い
く
よ
う
提

案
し
て
い
る
。
ま
た
、
今
後
は
、
授
業
評
価
指
標
の
改
善
目
標
の
設

定
等
も
考
え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ
ろ
う
。
前
述
し
た
よ

う
に
、
全
学
一
斉
の
統
一
方
式
に
よ
る
授
業
評
価
の
導
入
に
は
三
年

間
と
い
う
時
間
を
費
や
し
た
。
ゆ
っ
く
り
で
は
あ
る
が
、
着
実
に
授

業
の
改
善
へ
の
歩
み
を
進
め
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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